
◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

196 197 198 199 200

教育の北九州方式の実現
体験活動を重視した学校
(ひらおだい四季の丘小
学校)との連携

北九州中央高等学園にお
ける職業教育の充実

少人数・習熟度別指導の
推進

基礎・基本の定着度の測
定

教育の北九州方式検討会
議からの答申に基づき、
地域コミュニティーの力
で子どもたちの成長を支
えていくシステムとして
「地域とともに歩む学
校」と新しいスタイルの
学校を設立するものとし
て「北九州市をリードす
る学校」について、具体
的な施策を計画・立案す
る。

国の構造改革特別区域制
度を活用して18年度に開
校した私立ひらおだい四
季の丘小学校は、教科学
習の一部を体験活動を通
して学ぶという特長を
もった学校である。ま
た、この学校で得られた
成果は、広く市立小学校
に紹介し実践するなど、
体験活動の充実に資する
ことが期待される。この
ため、ひらおだい四季の
丘小学校との連携を推進
していく。

特別支援学校（知的障
害）高等部への進学希望
者の増加傾向に対応し、
軽度の知的障害のある生
徒に対して、職業教育を
重視した教育を行うこと
により、北九州市民とし
ての自覚をもった自立す
る職業人の育成を目指
す。

市立小中学校における北
九州市の特色ある教育を
推進するため、国による
少人数指導の教員配置に
加え、市単費で非常勤講
師を配置し、教科等にお
いて習熟の程度に応じた
指導を行うなど、少人数
による指導を推進する。

児童生徒一人一人の課題
や学力向上にかかわる施
策の効果について明らか
にし、各学校の指導方法
の工夫・改善を行うた
め、観点別到達度学力検
査の充実を図る。

指標 － 私立小学校設立 － － 実施学年・教科

初期年度：
初期値

(計画策定時)
－ 16年度：支援実施 － －

平成16年度：小2、4、6
の国・算、中2、3の国・
数・英

目標年度：
目標値 － 18年度：開校 － －

平成18年度：小2、4、6の
国・算、中1の国・算、中
2、3の国・数・英

実施年度：
実績値 － 18年度：開校 － －

平成18年度：小2、4、6の
国・算、中1の国・算、中
2、3の国・数・英

■新しいスタイルの学校
設立の調査・研究

■18年4月、教育改革特
区を活用した、仰星学園
高等学校、日本ウェルネ
ススポーツ専門学校北九
州校が開校

■生徒数
・仰星学園：93名
・ウェルネススポーツ：
27名

■平成18年4月教育改革
特区を活用した私立ひら
おだい四季の丘小学校開
校
■児童数：18名
（平成19年5月1日現在）

■平成19年4月1日北九州
中央高等学園開校

■教職員の指導力向上の
ため企業関係者等を就労
支援専門家として派遣

平成18年度～
No.340　学校支援のため
の市費講師配置事業に統
合。

■小学校2・4・6年生：
国語、算数
■中学校1年生：国語、
算数
■中学校2年生：国語、
数学、英語
■希望特別支援学校：各
該当学年について、観点
別到達度学力検査を実
施。
報告書は、国の学力、学
習状況調査との合本とし
て作成し、3月末配布。

19年度拡充（ハートフル
子どもプラン）により、
事業名・事業概要を変更

平成19年4月1日開校
（校名：北九州中央高等
学園）。それに伴い、事
業名・事業概要を変更。

18年度事業統合

教育・企画課 教育・企画課 教育・特別支援教育課 教育・教職員課、
指導第一課 教育・指導第一課

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

201 202 203 204 205

学力向上推進事業
教員の学校間兼務の推進
（ティーチャーズネッ
ト）

幼保小連携事業 北九州　放課後教室 北九州　夏の教室

市内全域を学力向上推進
地域とし、各学校におい
て「学力向上プラン」を
策定し、実践的な取り組
みを行う。また、「学力
向上推進事業指定校」を
指定し、児童生徒一人一
人の個に応じた指導方法
や指導体制の工夫・改善
に関する実践研究を行
う。

小中学校の多様な教育活
動を支援し、教員の専門
性や知識、経験を生か
し、きめ細かな指導を行
うため、中学校における
免許外教科担任の解消及
び小学校における専科指
導の充実のため教員の学
校間兼務を推進する。

乳幼児から小学校卒業ま
での継続的な教育を推進
するため、小学校を核と
して、幼稚園、保育所、
小学校の連携に取り組む
とともに、教職員の合同
研修や乳幼児・児童、教
職員相互の交流活動を実
施する。また、幼保小連
携のためのカリキュラム
づくりなど、より効果的
な連携のあり方を検討
し、幼保小連携の市内全
域への拡充を図る。

学習機会の拡充や学習し
た内容の確実な定着を図
るため、市立の全小中学
校において、希望する児
童生徒を対象に放課後教
室を実施する。

学習意欲の向上や個性の
伸長をサポートするとと
もに、家庭における学習
習慣づくりのため、夏季
休業日中にすべての市立
小・中・養護学校におい
て、希望する児童生徒を
対象に一週間程度夏の教
室を開設する。

－ － 実施箇所 － －

－ － － － －

－ － 21年度：全幼稚園・保育
所で実施 － －

－ －
19年度：実施校区3地域（小学校
3、公立幼稚園2、私立幼稚園1、
公立保育所2、私立保育所1)、指
定実践研究

－ －

■全校において「学力向
上プラン」を作成・実
施。
■学力向上指定校として
小学校(7校)、中学校(4
校)を指定し、3年間の研
究を実施。
■各指定校年1回、実践
交流会を開催。

■兼務内容

・中学校間兼務
　技術　2校
　家庭　1校
　計　　3校

・小中学校間兼務
　理科　3校
　音楽　9校
　保健体育　7校
　家庭　　1校
　図工　　2校
　英語　　4校
　計　　26校

■幼保小連携実践校区連
絡会：2回実施
■実践校区において、連
携を効果的に行うための
カリキュラムの作成と実
践
■実践校区での交流活動
■実践校区主催の合同自
主研修会開催（参加者
128名）
■19年度報告書の作成

平成18年度～
No.340　学校支援のため
の市費講師配置事業に統
合。

■夏の教室参加率
・小学校：80.8％
・中学校：37.7％
・特別支援学校
　：76.2％
小・中学校で増加してい
るが、特別支援学校で減
となっている。

19年度拡充（ハートフル
子どもプラン）により、
事業概要を変更。

18年度事業統合

教育・指導第一課 教育・教職員課
子ども家庭・保育課、
教育・企画課、
指導第一課

教育・指導第二課 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

206 207 208 209 210

子どもの読書活動の推進 「10分間読書」の推進 「総合的な学習の時間」
の推進

特別非常勤講師制度の活
用

キャリア・アドバイザー
活用事業

「子どもの読書活動の推
進に関する法律」が施行
されたのを受け、北九州
市子ども読書活動推進計
画を策定し、すべての子
どもがあらゆる機会と場
所において自主的に読書
活動を行うことができる
環境の整備に努める。

すべての市立小・中学校
において、子どもたちに
読書の楽しさ、すばらし
さを体験させ、読書の習
慣を身に付けさせるた
め、「10分間読書」を推
進する。

本市の特色でもある環境
や福祉などに関する課題
や社会との関わりを深め
る活動をはじめ、英会話
体験活動やコンピュータ
学習などを通して、子ど
もたちに21世紀を切り拓
く問題解決力を育成す
る。

多様化する学校教育への
対応とその活性化を図る
ため、地域の人材や多様
な専門分野の優れた社会
人を特別非常勤講師とし
て市立小中学校に配置
し、各教科、道徳の時
間、総合的な学習の時間
などで子どもたちを指導
する。

北九州マイスターをはじ
め地域で活躍するさまざ
まな技術をもった達人を
派遣し、生徒に将来の生
き方や進路を考える機会
を提供する。さらに、本
市において培われてきた
産業技術を学ぶことで、
郷土愛や豊かな心をはぐ
くむ。（～Ｈ18）

計画の策定 － － － －

16年度：計画策定中 － － － －

17年度：計画策定、以後
順次実施 － － － －

19年度：計画の順次実施 － － － －

■子ども読書の日の啓発
に、本のしおりを配布。
■市内全校・園で「子ど
も読書の日」の取り組み
の実施。
■「北九州市読書まつ
り」の実施。

■「10分間読書」の全校
実施。
■小・中学校ともに
100％実施。

■各学校や地域の特性を
生かした取組を中心に計
画どおり実施。

■19年度：55校、68名を
1,279時間配置。
■11～19年度までの通
算：約355校12,700時間
配置。

■｢北九州マイスター｣｢
北九州技の達人｣による
技能伝承事業を併行実施

■市内全中学校63校にお
いて計画どおり実施

事業名変更（旧・「だれ
でも達人」生き方伝承事
業）

教育・生涯学習課、
中央図書館、指導第一
課、学事課、施設課

教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・教職員課 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

211 212 213 214 215

中学生芸術鑑賞教室 「小さな国際人」育成事
業

「英語が話せる中学生」
育成事業

小中連携英語教育プログ
ラムの定着

イングリッシュ･コンテ
スト北九州

思春期の最も感受性の豊
かな中学生に芸術性の高
い演劇、音楽、美術等を
鑑賞させることによっ
て、芸術を身近に感じさ
せるとともに、豊かな情
操の育成を図る。

すべての市立小学校3年
生以上を対象に、外国語
指導助手（ＡＬＴ）を活
用した英会話体験学習を
実施し、小学校段階から
国際理解を深めるととも
に英語に親しむ機会を提
供する。

小学校での英会話体験学
習をさらに発展させるた
め、すべての市立中学校
で外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）を活用し、英語科授
業の充実を図る。

児童生徒が英語のコミュ
ニケーション能力を効果
的に身に付けることがで
きるよう開発した、小・
中学校が連携した北九州
市らしい英語教育プログ
ラムを全小中学校にて実
践し、プログラムの見直
し・検討を行う。

中学生を対象に英語ス
ピーチコンテストを実施
し、実践的コミュニケー
ション能力の向上を図る
とともに、教員の指導力
向上や自己研鑽につなげ
る。

－ － ALTを活用した英語教育
の回数（各学級）・人数 － －

－ －
15年度：
中1・2年…月2回、中3年
…月1回　27名

－ －

－ － 21年度：中1～3年に週1
回　55名 － －

－ － 19年度：中学校各学級月
2回　39名 － －

■「中学生舞台芸術鑑賞
教室」、「中学生音楽鑑
賞教室Ａ」、「中学生音
楽鑑賞教室Ｂ」、「中学
生美術鑑賞教室」を実
施。
・参加生徒数：7,287人

■各学級にて年間20単位
時間程度、英会話体験学
習を実施。

■全学年、月に2回、外
国語指導助手と英語科教
員との協同授業を実施。
（ＡＬＴ38人）

■「小･中連携　英語教
育プログラム」の改訂版
配布(4月)の実施。

■平成19年11月14日に予
選、12月18日に本選を実
施。
・参加者数
　予選：216人
　本選：45人

教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

216 217 218 219 220

帰国・外国人児童生徒教
育推進事業

スポーツ国際交流員招致
事業

「コンピュータが使える
小学生」育成事業 パソコン整備 ジュニア・サマースクー

ル北九州

帰国・外国人児童生徒の
学校生活への適応の促進
や日本語指導等を行うと
ともに、ふれあい国際交
流教室（インターナショ
ナル・キャンプ等）、そ
の他の児童生徒との相互
啓発を通して国際理解教
育を推進する。

「語学指導等を行う外国
青年招致事業」の一環と
して実施するスポーツ国
際交流員を地域に派遣
し、国際交流を推進する
とともに本市小・中学校
の児童生徒のサッカー技
術の向上と指導者の養成
を行い、スポーツの振興
を図る。

すべての市立小学校・養
護学校小学部で情報化推
進員を活用し、教員と共
同でコンピュータを活用
した授業を行い、児童の
発達段階に応じたコン
ピュータ操作や活用能力
の育成に努める。

すべての市立小・中・養
護学校のコンピュータ教
室に設置されているパソ
コンの更新とともに、普
通教室及び特別教室のパ
ソコン（通信回線、通信
環境整備、学習用ソフト
ウェアを含む）を整備す
る。（～Ｈ18）

本市の特色を生かし、児
童生徒の探究心や創造力
を高め、自ら進んで学習
する習慣が身に付き、主
体的に学ぶ楽しさが味わ
える講座を開設する。

－ サッカー技術の向上校数
（派遣校の拡大） － 整備率 －

－ 16年度：延べ12校 － 16年度：48％ －

－ 21年度：延べ16校 － 18年度：100％ －

－ 19年度：延べ9校 － 18年度：100％ －

■国際化推進センター
校：4校
■帰国・外国人児童生徒
の受入れ体制の一層の充
実
・受入れ児童生徒数
　19年度：52名
・事業参加人数
　19年度：515人

■延べ9校にスポーツ国
際交流員を派遣し、サッ
カー技術の向上と国際交
流の推進を図った。

■29名の情報化推進員を
原則週1回の割合で配
置。
■6年生児童のコン
ピュータ基本操作能力
は、94％を超えている。

■18年度事業終了

（参考：18年度実績）
パソコン整備更新校数
・小学校：37校
・中学校：13校
・養護学校：4校

■18年度事業終了

（参考：18年度実績）
コース数を削減し、内容
の充実を図った。
・コース数：2コース
・参加者定員：100名
・参加者：98名

19年8月事業終了 18年度事業終了 18年度事業終了

教育・指導第一課 教育・体育課 教育・指導第一課 教育・学事課 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

221 222 223 224 225

理科大好きスクール 環境教育推進事業 環境首都！目指せわが街
わが校の環境作戦 こども環境学習推進事業 心に響く道徳教育推進事

業

市立小・中学校から7校
を指定し、学校だけでな
く地域や大学、博物館等
の関係機関と連携し、観
察・実験、野外活動等を
積極的に取り入れた活動
を実施することにより、
子どもたちの理科への興
味を引き出す授業づくり
を推進する。（～Ｈ17）

環境に対する認識を深
め、よりよい環境の創造
や保全のために主体的に
取り組む態度，能力を育
成する。そのため、市立
幼稚園・小・中・特別支
援学校を対象に、環境
ミュージアムやエコタウ
ンなどの環境関連施設で
体験的な学習（北九州エ
コツアー）を行う。ま
た、環境教育推進校を指
定し、環境学習プログラ
ムの編成や教材開発を行
う。（～H19）

子供たちの環境に対する
認識を深め、環境保全の
ための主体的、実践的な
態度、能力を育成し、体
験的な活動を実施する。
また、「環境首都　子ど
もサミット」を開催す
る。

子どもたちが、地域の中
で自主的に環境活動を行
うことを支援する「こど
もエコクラブ」事業を実
施する。あわせて、子ど
もたちの環境学習の推進
のため、環境教育副読本
を配布し、環境ミュージ
アムや空き缶プレスカー
「カンガルー号」などの
利用により、子ども環境
学習を推進する。

道徳教育の充実のため、
豊かな体験活動を通し
て、子どもたちの内面に
根ざした道徳性を養う。
そのため、2中学校区を
指定し、小中学校間の道
徳教育の連続性・一貫性
を図る。（～19）

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

17年度事業終了 ■エコツアー：
小学校41校、中学校11
校、幼稚園5園実施。
■推進校：各校の計画に
従って実施。
■全校環境教育推進事
業：各校の実践をまと
め、各校のホームページ
に掲載。
■「環境首都！こどもサ
ミット」開催
(参加者：581名)

平成18年度～「No.222
環境教育推進事業」と統
合。

■宿泊交流会：60名参加
■環境の日、エコスタイ
ルタウンに絵画展示・木
工工作を出展
■12月、壁新聞の作り方
教室を実施
■会員数：19,165名
■「こどもエコクラブ全
国フェスティバルin北九
州」のイベントで、
12,800人の参加

■2中学校区を指定し、
実施。
■浅川中学校区（浅川
中、浅川小、光貞小）及
び田原中学校区（田原
中、田原小、貫小）でそ
れぞれ研究発表会を開催
した。

17年度事業終了 「No.222 環境教育推進
事業」と統合。

19年度拡充（ハートフル子
どもプラン）により、事業
名・事業概要を変更（旧・
北九州こどもエコクラブ推
進事業）

教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・指導第一課 環境・環境首都推進室 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

226 227 228 229 230

伝統文化体験事業 武道教育の推進 人権教育の推進 男女共同参画社会の実現
に向けた教育の推進 健康教育の推進

市立小学校の1・2年生を
対象に、古くから伝わる
日本文化、伝統に親しま
せる活動を通じて、礼儀
作法や自らを律する心な
どの基礎を培う。

基本的な技能の習得と武
道における礼儀・作法な
どの行動の仕方、相手を
思いやる心を育成するた
め、市立中学校において
武道教育を推進する。

本市人権教育の6つの視
点に基づき、幼児・児
童・生徒の発達段階に即
し、人権教育資料等を効
果的に活用しながら、系
統的な人権教育を推進す
る。

すべての市立小・中・養
護学校において「男女の
平等に関する指導の手
引」「男女共同参画社会
に関する副読本」を活用
し、男女共同参画の意識
の高揚と実践的態度を育
成する。

生きる力の基盤としての
食と健康や体力の向上等
に関する知識を学校教育
全体を通して身に付けさ
せ、生涯を通じて健康で
安全な生活を送るため適
切に行動できる実践的な
能力の育成を図る。

－ 実施学校数 － － －

－ 16年度：48校 － － －

－ 21年度：全中学校 － － －

－ 19年度：51校 － － －

■5校（小森江東小、田
野浦小、泉台小、湯川
小、八幡小）を指定し、
2ヵ年計画で継続的に実
施(2年目)。

■教科学習として実施。
(中学校63校中51校実
施）
■教科等研究で、門司区
で剣道、戸畑区で柔道の
授業公開を実施。

■「人権教育実践ハンド
ブック」の内容検討

■副読本の改訂版が作成
され、積極的な活用が図
られた。
　全小・中・特別支援学
校のほぼ90％で活用が行
われている。

■保健主事講習会：8月
24日開催
■学校保健委員会開催
校：135校

事業名変更（旧・体験・
発見　律する心！伝統文
化を通して学ぶ）

教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・指導第二課 教育・指導第一課 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

231 232 233 234 235

性教育の充実 安全教育の充実 児童生徒の健康診断の実
施 部活動外部講師の活用 複数校合同による部活動

の推進

性に関する正しい知識を
身に付けさせ性差を十分
に理解して互いに尊重し
合う態度を育成するとと
もにエイズ、性感染症、
性情報への対処等、性に
関する諸問題に対して適
切な意思決定や行動選択
ができるようにする。

日常生活における安全確
保のために必要な事項を
実践的に理解し、自他の
生命尊重を基盤として、
進んで安全で安心な社会
づくりに参加し、貢献で
きる資質や能力を培う。

就学時及び毎年定期に、
個人及び集団の健康状態
の把握を行うとともに、
疾病異常が認められる者
について、治療の勧告や
学校生活についての指導
を行うなど、児童生徒等
の健康の保持増進を図
り、生涯にわたって健康
な生活を送るために必要
な能力や態度を養う。

部活動における生徒の多
様なニーズに広く応える
とともに、専門的な技術
指導を教員の補助として
行うため、外部講師を活
用する。これにより生徒
が自分の個性や能力を伸
ばしつつ、集中力、忍耐
力等の育成や体力の向上
を図る。

単一の中学校の生徒及び
職員では部を存続し難
い、または、活動の成果
が十分に期待できないな
どの問題が生じているた
め、学校間の連携・協力
のもと、複数校合同で部
活動を実施し問題の解決
を図る。

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

■各学校において実施
中。
■「性教育の手引き」の
検討。

■通学路マップを全国で
作成。
■185校で防犯教室を実
施。

根拠法に基づき健康診断
を実施しており、医学的
見地から個人及び集団の
健康状態を把握し、評価
を行なうとともに、発育
発達や疾病異常に関して
健康づくりの問題点や課
題を明確にし、児童生徒
の健康の保持増進を図っ
ている。

■定期健康診断：全学校
（園）で実施。
■就学時健康診断：全市
立小学校で実施。

■部活動の外部講師147
名（運動部118名・文化
部29名）を承認。

■10組（5校）が希望し
て実施。

安全教育全体の指標とし
て、交通安全教室の実施
率だけでは不適切である
ため、指標、目標値等を
削除。

教育・指導第一課 教育・指導第二課 教育・学校保健課 教育・指導第二課 教育・指導第二課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

236 237 238 239 240

学校予算の配分・執行の
あり方の見直し 学校事務の共同実施 カリキュラムセンター機

能の充実 学校間あったか交流事業 教員の評価制度の確立

市立幼・小・中・養護学
校の教育計画や学校運営
の実態に応じた効率的・
弾力的な予算執行を目的
として、各学校の要望を
反映させた予算調整を推
進し、経費の執行につい
ても、学校長の権限拡大
などを検討する。

学校における業務の負担
軽減を行うとともに事務
の効率的な処理と事務機
能の強化を図るため、学
校事務の共同実施の方策
について検討する。

教育センターの「カリ
キュラムセンター」とし
ての機能を強化し、積極
的に市立学校を支援する
ことにより、学校の教育
課程や具体的な指導上の
諸課題解決支援、教職
員・児童生徒・保護者へ
の情報提供、相談等を行
う。

資源の有効活用、学校予
算の効率的執行を図るた
め、市立学校間において
教材教具や特色ある取組
等について、学校間情報
ネットワークシステムに
よる、効果的・効率的な
情報提供を推進する。

公務員制度改革の動向を
見据えた調査研究の成果
を踏まえ、教員の能力や
実績等を適正に評価し、
それを配置や処遇等に適
切に結びつける能力開発
型の評価制度を平成18年
度から導入する。これに
より、教員が資質能力を
向上させながら、それを
最大限に発揮し、学校運
営に積極的に参画する仕
組みを構築し、さらなる
学校教育の充実を図る。

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

■予算調整の実施。
■学校経営改革自主事業
の支援実施。
■予算流用制度を年4回
へ回数増。

■市内36グループのう
ち、10グループで1年間
の試行実施を行い、課題
の改善策等の協議を行っ
た。

■支援･相談件数
：1,425件
■ＨＰによる学習指導
案・蔵書の検索開始。
■自主研修の場の拡大

学校間の物品リサイクル
や各学校の運営に役立つ
情報交換を促進し、活発
かつ効率的な学校運営に
一役買っている。
・年2回情報交流紙を発
行
・電子会議室を試行実施
■参加学校数：39校
■件数：78件

■18年度事業終了

（参考：18年度実績）
本格実施。
・新任者研修：1回
・評価者訓練の実施
　：3回

事業名・事業概要を変更
（旧・学校事務の効率
化・負担軽減）。

18年度事業終了

教育・学事課 教育・教職員課 教育・教育センター 教育・学事課 教育・教職員課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

241 242 243 244 245

優秀な教員の表彰制度 教職員研修の充実 指導力不足教員等の人事
管理システム

英語教員の資質向上のた
めの研修 教員採用試験の改善

優れた教育活動を実践し
ている教員を適性に評価
し、個々の教員の意欲や
努力に報いるとともに、
その資質を向上させるこ
とを目的とした、優秀な
教員の表彰を毎年度着実
に実施する。

社会の変化に伴う新たな
教育に対応して、教職員
の資質の向上、指導力の
向上を図るため、基本的
な研修に加え、カウンセ
リング、情報教育、学校
経営など専門研修を充実
する。

教員の指導力や校長、教
頭の管理能力を調査、判
定し、その結果に応じて
「長期特別研修」「管理
職特別研修」「指導力向
上研修」等を実施し、教
員の資質向上を図る人事
管理システムを推進す
る。

子どもの英語による実践
的コミュニケーション能
力の育成をめざし、英語
科教員に対し、指導力の
向上を目指した研修を実
施する。（平成15年度か
ら5か年計画）

本市が目指す学校教育に
ふさわしい教職員を確保
するため、教員採用試験
の改善を行う。

－ － － 受講者数 －

－ － － 15年度：40人 －

－ － － 19年度：175人(累計) －

－ － － 19年度：181人(累計) －

■表彰式実施：7月
■表彰者：50名
(うち特別表彰者5名)

■94講座340研修を実施 ■長期特別研修の実施
■管理職特別研修の実施
■指導力向上研修の実施

■10日間の研修を実施。
受講者数：38人（育児休
暇等による受講延期2
人）

■採用区分の見直し
・特別支援学校教員の採
用枠設置。

事業実施状況などをふま
え、目標値を変更。

教育・教職員課 教育・教育センター、
教職員課

教育・教職員課、
教育センター 教育・教育センター 教育・教職員課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

246 247 248 249 250

管理職（校長・教頭等）
試験の改善 学校評価の推進 学校評議員制度 学校教育制度実践研究事

業
学校教育実態総合調査事
業

本市が目指す学校教育に
ふさわしい管理職（校
長、教頭等）を任用する
ため、昇任試験の改善を
行う。

学校・園が保護者や地域
住民などの信頼に応え、
家庭や地域と連携、協力
して一体となって子ども
の健やかな成長を図って
いくため、教育活動その
他の学校運営について、
学校・地域の実情に応じ
た学校の評価システム
（自己評価・学校関係者
評価）を実施する。

すべての市立幼・小・
中・特別支援・高等学校
において学校評議員を委
嘱し、評議員から出され
た意見を参考にして、開
かれた学校づくりを一層
推進し、学校が家庭や地
域と連携協力しながら、
特色ある教育活動を展開
していく。

大きな変革期を迎えてい
る学校教育制度を調査研
究し、北九州市らしい教
育改革を実現することを
目的に、二学期制や長期
休業期間の弾力的運用な
どについて、実践的な調
査研究を行う。

継続的に定点観測を行う
経年（3年に1回）調査と
して、本市における学校
教育の現状を調査・分析
し、課題解決に向けての
研究、提言を行う。

－ 実施率 － － 調査実施

－ 16年度：自己100％
外部  73％ － － 13年度：第1回調査実施

－ 21年度：自己 100％
学校関係者 100％ － － 3年毎調査実施

－ 19年度：自己100％
学校関係者  100％ － － 19年度：

研究会議を60回開催

■試験内容、実施方法等
を検証し、適宜見直し。
・指導主事候補の受験資
格の年齢要件、試験内容
を教頭、園長候補のもの
に一本化。

■自己評価実施率
　：100％
■学校関係者評価
　：100％

■全校・園で実施
■学校評価における外部
評価者としての在り方を
検討

■18年度事業終了

（参考：18年度実績）
二学期制や長期休業期間
の弾力的運用、小中連携
などについて実践研究を
行った。
・二学期制：5校
・長期休業期間の弾力的
運用：2校
・小中連携：4中学校、9
小学校

■「第3回北九州市学校
教育実態調査」を実施。

■研究会議を60回開催。
・調査書作成
・調査結果分析
・報告書作成

■調査結果説明会実施。
（平成20年4月）

18年度事業終了

教育・教職員課 教育・指導第一課 教育・指導第一課 教育・指導企画課 教育・教育センター
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

251 252 253 254 255

戸畑商業高等学校の学科
改編 戸畑高等専修学校の移転 高等理容美容学校の民営

化
特別支援教育サポート事
業

社会参加・自立促進に関
する調査

戸畑商業高校の学科につ
いて普通科を新設するな
ど改編し、多様化する生
徒の学習ニーズや進路希
望に対応する。この学科
改編を機に校名を変更す
る。（平成19年4月）

戸畑まちづくり構想に基
づく再開発事業に伴い、
戸畑高等専修学校を移転
（平成19年4月）する。

高等理容美容学校（高卒
者を対象とした二年制の
各種学校）について、民
間事業者の活用を含め、
運営のあり方を検討す
る。

教育相談を実施し、家庭
生活や学校生活での支援
等について、保護者や
園・学校等に助言を行
う。
巡回相談を実施し、授業
等における児童生徒等の
状況を把握し、校内支援
体制づくりや個別の指導
計画作成等について園・
学校に助言を行う。
また、必要に応じて、専
門家チームの活用（専門
家派遣）を行う。

障害のある児童生徒の社
会参加・自立に向けて、
関係機関が一体となった
支援の在り方について検
討する。通常の学級に在
籍する特別な教育的支援
を必要とする児童生徒の
指導・支援の在り方につ
いて検討する。
障害のある生徒の就労、
特に一般就労の促進に向
け、関係機関及び企業等
と連携し、特別支援学校
における教育の充実につ
いて検討する。

－ － － － 在り方についての検討

－ － － － 16年度：検討

－ － － － 17年度：国の動向をふま
え、検討

－ － － －
17年度：個別の教育支援
計画及び個別移行支援計
画について検討。

■18年度事業終了

（参考：18年度実績）
・福岡県教育委員会か
ら、学科改編について承
認。

・学科改編・校名変更の
ための規則を改正。

・平成19年4月1日
学科を改編し、「北九州
市立高等学校」に校名変
更。

■18年度事業終了

（参考：18年度実績）
・施設改修工事の実施。

・平成19年4月1日移転
（北九州中央高等学園と
校舎を共有）

■運営のあり方について
の検討を継続している。

■巡回相談　260人
■教育相談　289人
■専門家派遣  3回

■就労支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを
配置し、就職や実習協
力、企業の開拓に努める
ことができた。
■就労支援専門家を5職
種派遣し、有効に活用す
ることができた。
■職場実習のための事業
所面接会を10月17日に実
施した。

18年度事業終了 18年度事業終了 19年度拡充（ハートフル
子どもプラン）により、
事業名・事業概要を変
更。（旧・学習障害児等
支援事業）

当初計画による事業は、
17年度で完了し、新たな
施策を平成18年度より取
り組む。

教育・指導企画課 教育・指導企画課 教育・指導企画課 教育・特別支援教育相談
センター 教育・特別支援教育課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

256 257 258 259 260

ＡＤＨＤ・高機能自閉症
児等サポート事業

特別支援教育推進研修事
業

特別支援学校における緊
急時対応体制整備事業

教職員研修派遣（特別支
援教育担当職員） フレンドリー指導員事業

市立幼・小・中学校の通
常の学級に在籍するＡＤ
ＨＤ児や高機能自閉症児
等に対する専門的な教育
的支援を行うとともに、
教員や関係機関との調整
を行う地域の中核となる
コーディネーター的な役
割を果たす人材を育成す
る。

教員の特別支援教育に関
する指導力と専門性の向
上を図るために必要な研
修を行なう。また、養護
教育に関する専門的・技
術的事項について委嘱研
究を実施する。

北九州特別支援学校及び
八幡西特別支援学校に、
医療的ケアを必要とする
障害の重い児童生徒が増
加しているため、それぞ
れの学校に看護師１名を
配置し、緊急時等に対応
できる体制を整備する。

本市の特別支援教育の充
実・向上のため、通級指
導教室・特別支援学級・
特別支援学校から独立行
政法人国立特殊教育総合
研究所短期研修等に派遣
する。

各学校における不登校、
いじめ、暴力行為などの
児童生徒の問題行動等の
解決に向け、必要に応じ
てフレンドリー指導員を
市立小中学校に配置す
る。

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

■巡回相談、訪問相談
等：169回
■人材育成：21人

■通級指導教室新担当教
諭、特別支援学級新担当
教諭、特別支援学校新担
当教諭、新任教頭、新採
校長等の教職員を対象
に、夏期休業期間中を中
心に38講座の研修を行っ
た。

■看護師の配置
■運営協議会の実施
■教職員研修の実施
■校内における実施体制
整備

■特別支援学校から、今
後の特別支援教育を担う
中核となる教員を1名派
遣した。

平成18年度～
No.340　学校支援のため
の市費講師配置事業に統
合。

No.254「特別支援教育サ
ポート事業」に統合

平成18年度から「通級・軽度障害
児担任研修」「養護教育推進事
業」「教職員研修事業」「教育相
談事業（一部）」を統合し、「養
護教育推進研修事業」とする。
（事業名変更）

盲・聾・特別支援学校に
おける医療的ケア実施体
制整備事業（文部科学
省）委嘱

18年度事業統合

教育・特別支援教育相談
センター

教育・
教育センター 教育・特別支援教育課 教育・教育センター 教育・指導第二課、

教職員課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

261 262 263 264 265

スクールカウンセラーの
配置

不登校児童生徒療育キャ
ンプ（ワラビーキャン
プ、ウィンターキャン
プ）

学校施設の計画的建て替
え（改築）

学校施設の計画的な改修
（大規模改修） 学校施設ふれあい事業

いじめや不登校等の児童
生徒及び保護者への対応
には、学校におけるカウ
ンセリング等の機能の充
実を図ることが重要な課
題となっているため、教
育相談に関する高度で専
門的な知識・経験を有す
る臨床心理士等の「心の
専門家」であるスクール
カウンセラーをすべての
市立中学校に配置し、生
徒指導上の諸問題の解決
を図る。

不登校の解決を図る一環
として、指導員等の指
導・援助のもとに、夏季
と冬季に療育キャンプを
行い、自主性、自立心を
育成し、学校への復帰を
促す。

安全で豊かな学習環境を
確保し、教育環境の改善
を図るため、老朽化した
学校施設（校舎、屋内運
動場、プール等）の建て
替えを計画的に進める。

建て替えまでの校舎の耐
久性の確保及び教育環境
の改善を図るため、外部
や内部、転用可能教室の
改造、設備の更新等の大
規模改修工事を、原則各
校3年計画で実施する。

学校を地域に開かれた安
全で環境の良い、特色の
あるものにするため、学
校施設の整備にあたって
地域の意見を聞くなど、
住民参加の学校づくりを
行う。

－ － 建替着手校数 － －

－ － 16年度：年2校 － －

－ － 21年度：順次実施 － －

－ － 19年度：年2校 － －

■市内全中学校(63校)に
スクールカウンセラーを
配置するとともに、配置
時間を拡充し、小学校へ
の派遣を実施。

■ワラビーキャンプ参加
者数：15人
■ウィンターキャンプ参
加者数：7人

■老朽校舎等建て替え：
2校
■プール建て替え：1校

■実施設計7校、大規模
工事5校（うち完了5
校）。

■小学校6校、中学校4校
で実施。
■実施内容
・校地の一部に芝生を張
り、地域開放的な広場の
整備
・校舎の一部を多目的ス
ペースに改修し、地域交
流の場に整備

19年度拡充（ハートフル
子どもプラン）により、
事業概要を変更。

19年度拡充（ハートフル
子どもプラン）により、
事業名・事業概要を変更
（旧・学校施設グレード
アップ事業）

教育・指導第二課 教育・指導第二課 教育・施設課 教育・施設課 教育・施設課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

266 267 268 269 270

さわやかトイレ整備事業 特別支援学校教室空調設
置 学校規模適正化推進事業

小規模校特別転入学制度
～のびのびフレンドリー
スクール～

通学区域制度の情報公開
事業

小中学校のトイレについ
て、これまで進めてきた
悪臭対策、小学校トイレ
完全男女別化に加え、洋
便器の増設、古くなった
天井や壁の塗装を行い、
「明るく、清潔な」トイ
レを4年間で整備する。

市立特別支援学校のう
ち、空調機器が未設置の
知的障害及び病弱を対象
とした5校について、普
通教室及び特別教室に空
調機器を設置する。

近年の少子化傾向によ
り、市内全体で児童生徒
数の減少が進み、小規模
な学校が増えているた
め、教育効果の向上と教
育環境の整備を図る目的
で、学校統合を行う。

自然環境に恵まれた郊外
の小規模な小学校に、通
学区域を越えて通学する
ことにより、児童の心身
の健康増進を図るととも
に、豊かな人間性と自然
を愛する心などをはぐく
む。

通学区域索引簿・指定学
校変更許可基準・教育関
係相談先一覧などをウェ
ブサイトに公開し、教育
委員会ホームページにリ
ンクさせ、広く一般市民
へ情報を提供する。

－ 設置学校数 － － －

－ 16年度：2校 － － －

－ 19年度：5校（全養護学
校設置完了） － － －

－ 19年度：1校
（累計5校） － － －

■小学校22校、中学校9
校の計29校で排水管清
掃、小便器自動水洗化
(センサー式)等の悪臭対
策工事を実施。

■門司特別支援学校に設
置。

■黒崎小学校・陣山小学
校の統合。
■道原小学校と山本小学
校の廃止及びすがお小学
校の設置に係る条例改
正。

■合馬小学校・道原小学
校（小倉南区）、河内小
学校（八幡東区）、柄杓
田小学校（門司区）の４
校にて実施。
・制度利用者数（19年
度）：49人
（継続30人、新規19人）

■15年度より継続実施。
■コンテンツの更新・修
正を実施。

19年度拡充（ハートフル子
どもプラン）により、事業
名・事業概要を変更（旧・
クリーン・アップトイレ整
備事業）

19年度事業終了

教育・施設課 教育・施設課 教育・企画課 教育・企画課 教育・企画課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

340 345 359 360 361

学校支援のための市費講
師配置事業

(仮称)北九州市特別支援
教育推進プランの策定

「子どもの未来をひらく
教育改革会議」事業

３５人以下学級編制の実
施 学校施設の耐震補強

学校現場の課題や状況に
応じて学校を支援するた
め、少人数・習熟度別指
導やフレンドリー指導
員、特別支援教育補助
等、より学校の希望に即
した配置を行う。また、
18年度に実施した「いじ
め問題総点検」の結果を
踏まえ、いじめへの対応
として、人員の配置が特
に求められる学校に対
し、市費講師を配置す
る。

学校教育法が改正される
ことを受け、本市の特別
支援教育のあり方につい
て総合的な検討を行い、
「(仮称)北九州市特別支
援教育推進プラン」の策
定を行う。

本市教育のさらなる発展
のため、学校、家庭、地
域の果たすべき役割及び
市民全体で次代を担う人
材を育むあり方につい
て、幅広い視点から議論
を行い、今後の教育行政
への活用を図る。

「小1プロブレム」や
「中1ギャップ」といっ
た課題に対処するため、
平成20年度から小学校1
年生（平成21年度からは
小学校1・2年生）及び中
学校1年生について35人
学級を実施する。

安全で安心な学校施設の
整備のため、建築基準法
が改正された昭和56年以
前に建設された学校施設
の耐震補強を行う。ま
た、教育環境の改善を図
るため、あわせて大規模
改修工事を行う。

－ － ー ー ー

－ － ー ー ー

－ － ー ー ー

－ － ー ー ー

■活用内容：少人数・習
熟度別指導、放課後教
室、フレンドリー指導員
事業、特別支援教育補助
など。

■配置実績
・学校支援　120名
・いじめ撲滅　15名

■北九州市子どもの未来
をひらく教育改革会議か
ら、「北九州市特別支援
教育の充実に向けて」
（提言）を受けた。

■平成19年10月会議開
催。会議を6回開催し、
教育の課題や方向性につ
いて幅広く検討した。

■平成20年度に増学級が
予想される学校の教室整
備。
小学校：32校

■実施設計：14校
■耐震補強工事：14校
　　（うち完了1校）

18年度統合・19年度拡充
（ハートフル子どもプラ
ン）により、事業名・事
業概要を変更。

18年度新規事業 19年度新規事業 19年度新規事業 19年度新規事業

教育・教職員課 教育・特別支援教育課、
教職員課、企画課 教育・企画課 教育・

教職員課、施設課 教育・施設課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

362 363 364

教職員の人事評価等に関
する調査研究

北九州市立高等学校の充
実

学校大好きオンリーワン
事業

平成18年度から導入した
人事評価の結果の活用方
法や運用状況を検証し、
一層の改善を図るととも
に、高い指導力のある教
員を（仮称）マイスター
教員として認定し、活用
する等、教員の資質向上
を図る方策について検討
を行う。

北九州市立高等学校は、
学科改編や校名変更、通
学区域の変更、特待生奨
学金の創設等を行ってき
たが、「文武両道」の教
育方針のもと、学力を向
上させるとともに「ス
ポーツや芸術の才能を伸
ばす学校」づくりを推進
するため、カリキュラム
の見直しや生徒寮の整備
などに取り組む。

教科等教育における実践
研究の推進と、専門性の
高い指導力のある教師の
育成を図るために、長期
的な展望に立って、本市
小・中学校における教科
等教育の研究拠点校づく
りを推進する。
これらの研究拠点校の成
果を全市に広め、本市教
育の充実と教育水準の向
上を図り、子どもがいき
いきと学ぶ学校づくりを
目指す。

ー － －

ー － －

ー － －

ー － －

■調査研究協議会におい
て活用方法等の検討（処
遇、活動内容）

■校名変更（旧：戸畑商
業高校）
■学科改編（普通科設
置）
■通学区域の一部変更
（スポーツや芸術の技術
が優秀な生徒については
市外からでも可）
■特待生奨学金を5名に
給付

■第1期推進校4校を委嘱
し、実施。

19年度追加事業 19年度新規事業 19年度新規事業

教育・教職員課 教育・指導企画課 教育・指導第一課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

271 272 273 274 275

青少年ボランティアス
テーション推進事業

青少年施設ボランティア
養成事業

北九州市環境社会貢献活
動等奨学金事業 遊びの広場促進事業 青少年施設の機能充実

社会の構成員としての規
範意識や命を大切にし他
人を思いやる心など、豊
かな人間性をはぐくむた
め、青少年ボランティア
ステーションを拠点に青
少年が行うボランティア
体験活動を支援、促進す
る。

青少年などに対し、青少
年施設でのボランティア
に関する研修等学習の機
会を提供するとともに、
施設ボランティアとして
青少年施設を活動の場と
して積極的に提供する。

青少年のボランティア活
動への参加促進と優秀な
人材の確保・育成のた
め、優れた活動を行って
いる学生に奨学金を給付
する。

市内の青少年育成団体や
グループが実施する子ど
もの体験活動の中から、
地域の特色を生かした活
動や冒険遊び場（プレイ
パーク）活動など、他の
団体やグループの参考に
なる事業に対して支援を
行う。

青少年に対する自然体験
活動をはじめとする様々
なプログラムの提供や青
少年育成指導者の養成を
さらに充実するととも
に、家族利用やグループ
利用、学校教育・生涯学
習での利用など、新たな
ニーズに対応するため、
青少年の家の機能見直し
や再配置を検討､実施す
る。

指標 ボランティア体験活動参
加者数 － － － －

初期年度：
初期値

(計画策定時)
15年度：2,455人 － － － －

目標年度：
目標値 21年度：2,500人 － － － －

実施年度：
実績値 19年度：2,767人 － － － －

■活動内容
・研修機能
ミナクルキャンプ事前研
修、夏季ボランティア体
験事前研修、ボランティ
ア入門講座、ボランティ
アリーダー養成事業
・情報機能
夏季体験活動募集チラ
シ、青少年ボランティア
ステーション「一年のあ
ゆみ」、青少年ボラン
ティアステーション広報
誌
・課題を抱える青少年の
ボランティア活動
福岡家庭裁判所小倉支部
との連携、北九州市立子
ども総合センターとの連
携
■活動者数：2,767人
（達成率：110.7％）

■活動内容
・各青少年施設において
のボランティア研修会を
実施
・施設主催事業等におけ
る活動の場の提供

■ボランティア登録者：
462人

■支給対象者：北九州市
に1年以上居住または保
護者が北九州市に1年以
上居住する高校生・大学
生等で、継続して社会貢
献活動を行い、顕著な実
績のある者

■奨学金の額：1人につ
き10万円

■予算原資　：北九州市
篤志奨学資金貸付基金
（学事課管理）
 
■支給人数：14人

■応募件数10件中、6団
体に359,362円を助成。

■玄海青年の家に指定管
理者制度を導入
■自然体験活動等の主催
事業（4施設）：155事業
実施
■再配置計画作成作業中

初期値(15年度)実績違い
による変更

子ども家庭・青少年課 子ども家庭・青少年課 子ども家庭・青少年課 子ども家庭・青少年課 子ども家庭・青少年課

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

81



◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

276 277 278 279 280

野外教育推進事業 紫川大冒険 チャレンジ100キロ 九州都市中学生交流大会 市民とともに進める自然
環境の保護

各青少年施設において、
施設の特色を生かしなが
ら魅力あるプログラムを
つくり、青少年の自主的
で主体的な事業への参
加・活動の促進を図り有
意義な自然体験活動の場
を提供する。

紫川をキーワードとし、
川を通して生き生きとし
た青少年の自然体験活動
を行い、困難を克服し、
たくましさ、協働の大切
さを学ぶ。

青少年施設に宿泊しなが
ら、市内約100キロの行
程を自らの足で歩くこと
を通して心身ともにたく
ましい子どもの育成を図
る。

九州の県庁所在地、政令
指定都市の中学生が一堂
に会し、野外体験などの
交流活動を通じて、豊か
な人間関係づくり、次世
代を担う青少年としての
資質を育成する。

自然環境の重要性に対す
る市民意識の啓発を図る
ため、山田緑地などの自
然観察施設を利用し、自
然保護団体やＮＰＯ、ボ
ランティアなどと連携
し、各種教室、講座を開
催する。

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

■活動内容
各青少年施設において、
各種野外活動プログラム
を実施
・ネイチャースクール事
業
・カヌー自然体験活動
・青少年施設職員研修

■施設利用者数：
114,300人

■期間：平成19年8月20
日(月)～平成19年8月22
日(水)

■場所：小倉南区大字頂
吉（かぐめよし少年自然
の家）

■参加者：小学4年生～
中学3年生（48人)

■内容
(1)ダムカヌー
(2)沢のぼり
(3)その他自然体験活動

■参加者負担金
6,500円／人

■期間：平成20年3月25
日(火)～29日(土)　4泊5
日

■場所：北九州市一円

■参加者：小学4年生～
中学3年生（男子46人、
女子48人)

■内 容
(1)市内青少年施設間の
約100キロの踏破
(2)事前事後研修

■参加者負担金
15,000円／人

■実施内容：開催都市の
青少年施設等を利用し、
班別活動や都市紹介、レ
クリエーション、野外活
動などをとおして、交流
を深める。

■平成19年度実績（鹿児
島大会）
(1) 実施時期　平成19年
8月1日(水）～2日(木）
(2) 会場
鹿児島県立青少年研修セ
ンター

(3) 参加者
市内中学校からの推薦に
よる中学2年生64名、引
率者11名

■自然観察会等の開催
・活動回数：354回
・参加者：11,650人

19年度事業終了。
事業の見直しを行い、同
部で実施している｢紫川
ｼﾞｭﾆｱ探検隊｣に統合

子ども家庭・青少年課 建設・保全課 子ども家庭・青少年課 子ども家庭・青少年課 建設・公園管理課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

281 282 283 284 285

青少年団体指導者養成総
合事業 ワクワク農業体験事業 夏休みこどもバスぽ～と こども文化パスポート事

業
子どもたちの文化体験事
業

子ども会をはじめとした
青少年育成団体等の自主
的な活動を支援するた
め、子どもの育成活動に
関わる人などを対象に指
導者養成事業等を行う。

食の原点である農につい
て理解を深めるため、農
に関する話や農作業体験
等、学校が取り組む農の
学習を支援する。

子育てに対する親の経済
的負担や送迎の負担を軽
減するとともに、子ども
の社会参加、自立、自主
性の育成に貢献するた
め、夏休み期間中に小・
中学生向けに、1日乗車
券の料金（小学生350
円、中学生700円）で、7
日間市営バスの全路線乗
り放題のチケットを販売
する。

夏休みを中心に、文化施
設などの無料(一部有料)
パスポートを小・中・特
別支援学校の児童・生徒
及び幼稚園・保育所等の
幼児に配布し、歴史・文
化・自然に接する機会を
増やすことによって、
「心の豊かさ」をはぐく
むとともに、「家族のふ
れあい」の増加を図る。

子どもたちの豊かな表現
力や感性を養うととも
に、文化への理解関心を
深めるため、音楽・演劇
等文化施設をはじめ、学
校や地域等で文化関係者
が指導を行う文化体験事
業を実施する。

－ － 発売枚数 延利用者数 参加者数

－ －
16年度：計974枚
小学生券616枚
中学生券358枚

16年度：139,000人 16年度：2,958人

－ － 21年度：1,000枚 21年度：153,000人 20年度：8,500人

－ －
19年度：472枚
小学生券251枚
中学生券221枚

19年度：135,000人 19年度：7,944人

■受講者数：710人
・区開催分：665人
・市開催分：37人
・夜宮青少年センター開
催分：8人

■実施内容：農に関する
話、農作業体験等を通じ
て小学校が取り組む農の
学習を支援した。

■参加学校数：19校

乗車券のお得感や利便性
を積極的のＰＲした。

■配布エリアは北九州都
市圏（北九州市・中間
市・芦屋町・水巻町・岡
垣町・遠賀町）及び下関
市。

■新たに長門市が参加。
8施設追加し、50施設で
実施。

■子ども伝統文化体験
北九州芸術祭において、日
本舞踊、民踊等の伝統文化
の体験講座を開催。
■音楽アウトリーチ
芸術家が直接小学校などに
出向いて、クラシック音楽
などに触れる機会を提供し
た。
■表現教育
演劇的手法を活用し、子ど
もの「表現力」「創造力」
を高める表現教育を学校な
どで実施。
■演劇ワークショップ
演劇の普及を目的に学校に
出向いて、演劇ワーク
ショップを実施。
■パントマイムワーク
ショップ
プロのパントマイマーが北
九州に集結するフェスティ
バルにおいて、パントマイ
ムのワークショップを開
催。

北九州空港線（高速路
線）での適用はできな
い。

配布対象者拡大により、
目標値変更。

目標値変更

子ども家庭・青少年課 産業経済・農林課 交通・業務課 教育・企画課 企画文化・文化振興課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

286 287 288 289 290

子ども文化ふれあいフェ
スタ

美術館新世紀計画～未来
の入館者育成事業 文化財出前教室 博物館セカンドスクール

事業
少年少女合唱団・ジュニ
アオーケストラ育成

子どもたちを対象に様々
な文化体験・鑑賞ができ
る「子ども文化ふれあい
フェスタ」を開催し、文
化を身近に感じてもらう
ことにより、子どもたち
の豊かな人間性と多様な
個性をはぐくむ。

美術を愛好する心を育
て、豊かな情操を養うな
ど、子どもたちの心の教
育の充実を図るため、た
んけんパスポートの配布
やおもしろミュージア
ム、館内特別授業などを
行う。

小学校高学年を対象に、
地域の埋蔵文化財に触れ
たり身近な文化財を調べ
たりすることで、地域や
歴史への関心を深め、郷
土愛をはぐくむため、学
芸員を派遣し、出前授業
を実施する。

いのちのたび博物館を
「第2の学校」と位置付
け、学校では得られない
知識を習得するととも
に、貴重な体験を通し
て、総合的な学習の時
間、理科、社会科等の教
科の学習意欲を高める。

音楽を通して情操豊かな
人間形成と音楽分野の高
揚を図り、次代の芸術・
文化の担い手を育成する
とともに地域文化の振興
に寄与することを目指
し、少年少女合唱団、
ジュニアオーケストラを
育成する。

来場者数
実施回数(おもしろ
ミュージアム、館内特別
授業）

－ 累計入館学校数 団員数

16年度：9,117人 16年度：50回 － 15年度：217校 16年度：188人

19年度：4,000人 21年度：60回 － 21年度：1,179校(累計) 20年度：200人

19年度：1,535人 ー － 19年度：186校 19年度：174人

◆時期／場所
・平成19年7月26日(木)～7月28日
(土)
・現代美術センター・ＣＣＡ北九
州
・平成19年9月29日(土)～9月30日
(日)
・北九州芸術劇場大ホール・中劇
場・小劇場、アート＆エコスペー
ス、アートラウンジ、ＮＨＫ北九
州放送局、朝日新聞さんさん広
場、九電イリス、小倉城庭園、文
学館、子どもの館、視聴覚セン
ター
◆内容
事前に参加者を募集し、各会場で
実行委員会構成団体により行われ
る芸術文化を体験・鑑賞する。
・体験型プログラム：18事業
・鑑賞型プログラム：2事業
◆のべ参加者数：1,535人（うち
体験型プログラム参加者：677
人）

■17年度事業終了
■平成18年度～
従来の内容を発展・拡大
させ、新規事業「No.346
わくわくアートミュージ
アム事業」として実施。

■9校442人が参加
実施校、実施学年、参加
児童数、地域の主な遺跡
・門司中央小学校：6学
年30名、大積前田遺跡
・松ヶ江南小学校：6学
年73名、原町別院遺跡
・富野小学校：6学年41
名、大畠遺跡　・附属小
倉小学校：6学年82名、
大畠遺跡　志井小学校：
6学年88名、志井雀木遺
跡　・祝町小学校：6学
年25名、高槻遺跡、・高
槻小学校：6学年26名、
高槻遺跡　・中原小学
校：6学年57名、　千防
遺跡　・富野市民セン
ター：1～6年20名　大畠
遺跡

■博物館への誘致事業
(ＰＲ)の実施
・博物館誘致事業
・博物館利用案内事業
・情報発信手段活用によ
る誘致活動

■学校教育支援事業（学
校教育との連携）
・博物館活用資料整備事
業
・体験学習プログラムの
提供
・授業づくり支援

■家庭教育支援事業（学
校週５日制・生涯教育へ
の対応）
・「いのちのたび子ども
教室」

■団員数
・北九州市立少年少女合
唱団：63人
・北九州市ジュニアオー
ケストラ：111人

17年度事業終了

産業経済・文化振興課 教育・美術館 教育・文化財課 教育・
自然史歴史博物館 企画文化・文化振興課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

19年度
実施状況等

事業概要

291 292 346 365

青少年社会参加促進事業 ジュニアマイスター養成
講座

わくわくアートミュージ
アム事業

菜の花プロジェクト推進
事業

青少年が自ら企画し運営
する文化や福祉、環境な
どに関する活動をとおし
て青少年の社会参加を促
進させるため、市内の団
体・グループが青少年の
社会参加のために行う事
業の中から、他の団体・
グループ活動の参考にな
る事業に対し支援を行
う。

子どもたちの科学やもの
づくりへの興味、関心、
探求心を高めるため、北
九州マイスターや企業、
大学等と連携して、小・
中学生を対象に各種教室
を開催する。

子どもたちの感動する心
や豊かな情操を養うた
め、現在将来にわたり、
美術館を積極的に活用し
美術に親しむ態度を育て
る。美術ジュニアボラン
ティアの育成、「たんけ
んパスポート」の配布や
ワークショップ、館内授
業などを行う。小・中学
校の学習指導要領に美術
館を活用した授業の実施
が明記されたことを受
け、学校の美術教育活動
を支援する。

市民（子どもたち）参加
者が、ボランティア活動
や環境教育の一環とし
て、菜の花栽培から廃食
用油の回収・再利用まで
を体験し、資源循環や新
エネルギー利用について
理解を深める。

－ 参加者数 －

－ 15年度：14,832人 －

－ 21年度：8,000人 －

－ 19年度：7,131人 －

実施方法の変更など今後
のあり方を検討したが、
未実施。

■活動内容
一般向け科学体験事業：
たのしい科学教室、たの
しい工作教室、本物もの
づくり教室、未来の科学
者教室、ふしぎ発見「わ
くわくサイエンスキッ
ズ」、科学教室、サイエ
ンスショー、ロボット工
房親子ロボットプログラ
ミング教室、サッカーロ
ボット教室

■活動件数：121回
・美術ジュニアボラン
ティア活動：10回
・ワークショップ：10回
・館内授業：101回
（うち小学生美術鑑賞教
室：28回）

■モデル事業：4団体
■ＢＤＦセミナー開催
（10月・90人参加）
■種子の無料配布
（市民、教育施設など：
5,000袋）

・事業内容変更
・19年度事業終了予定

18年度新規事業 19年度新規事業

子ども家庭・青少年課 子ども家庭・
児童文化科学館 教育・美術館普及課 環境・環境首都推進室
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

293 294 295 296 297

めざせ子どもの体力向上
推進事業

ジュニアスポーツ振興事
業

総合型地域スポーツクラ
ブ育成・支援事業

ドリームスポーツタウン
推進事業

「わくわく体験」スポー
ツ教室

低下傾向にある子どもた
ちの体力向上のため、
ジュニアスポーツ体験教
室や、ジュニアスポーツ
ステップアップ・フェス
タを実施し、子どもたち
にスポーツの楽しさやス
ポーツの機会を提供す
る。

学校体育の中で体験する
機会の少ない競技を中心
に、競技の普及、基礎技
能の習得及び競技力の向
上を図る。

子どもたちをはじめ地域
の住民が誰でも、どこで
も、いつでもスポーツを
楽しむことができる、住
民の主体的な運営による
総合型地域スポーツクラ
ブの育成を目指し、市内
で設立、あるいは準備を
しているクラブへの育
成・支援を行う。

市民に感動を与える市民
チームやトップアスリー
トを育成するため、市民
サッカーチーム「ニュー
ウェーブ北九州」による
子どもたちを対象とした
サッカー指導を実施す
る。

小学1・2年生を対象に、
冬季におけるスポーツ体
験としてアイススケート
教室を授業の一環として
実施し、青少年の健全育
成と生涯スポーツ実践を
培う一助とする。

指標 － － クラブ数 － －

初期年度：
初期値

(計画策定時)
－ － 16年度：3クラブ － －

目標年度：
目標値 － － 21年度：7クラブ － －

実施年度：
実績値 － － 19年度：5クラブ － －

■ジュニアスポーツ体験
教室：18教室、647名
（体験14教室：551人、
相撲4教室：96人）
■ジュニアスポーツス
テップアップ・フェスタ
：9教室、462名

合計：27教室を実施、
1,109名が参加。

■18年度事業終了
(体育協会自主事業とし
て実施）

■総合型地域スポーツク
ラブ育成研究会を実施
し、興味を持っている団
体が勉強・研修してい
る。

■巡回指導：166チーム
（4,601人）
■サッカークリニック：
14回（488人）
■レディースサッカー大
会の実施

12月から3月までの間、
市内の市立小学校の1．2
年生を対象に、アイスス
ケート教室を実施した。
■参加者：16,641人

18年度事業終了 総合型地域スポーツクラ
ブ設立のため、事前相談
を受けている。（2～3ヶ
所）

企画文化・
スポーツ振興課

企画文化・
スポーツ振興課

企画文化・
スポーツ振興課

企画文化・
スポーツ振興課

企画文化・
スポーツ振興課

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要

86



◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要

298 299 300 301 366

小学校普通教室の暖房 学校給食の安全確保 中学校の昼食事業
学校給食における食物ア
レルギー原因物質除去食
の実施

子どもの健康・体力づく
り推進事業

冬季の特に寒い日に限
り、すべての小学校の普
通教室において、教室暖
房を実施する。

給食の安全確保をするた
め、小学校給食物資の抜
き取り検査を行い、検査
結果をホームページなど
で公表する。

家庭の事情等により弁当
を持参できない生徒に対
し、栄養価等を配慮した
昼食の選択肢を広げるた
め、既存の売店などを販
売場所として活用し、弁
当などの販売を行う。

他の児童と同じ給食が食
べられない児童の心理的
負担や保護者の要望が強
まっていることを考慮し
て、除去食を実施する。
平成17年度に、校内体制
のあり方などを検証する
モデル事業を実施し、そ
の結果を検証したうえ
で、平成18年度からの本
格実施を目指す。

保健福祉部局や学校医と
の連携により、体を動か
すことの意義や食育の重
要性を啓発するなど、小
学生の親子を対象とした
健康・体力づくり教室を
小学校の教室、体育館、
運動場を会場に、年間を
通して開催する

－ － － 実施校数 －

－ － － 17年度：小学校18校、養
護学校3校(モデル実施) －

－ － － 19年度：全ての小学校及
び特別支援学校の該当校 －

－ － － 19年度：全ての小学校及
び特別支援学校の該当校 －

教室暖房を実施すること
により、特に寒い日でも
室内での児童の活動が容
易になるなど、より良い
教室環境を提供できてい
る。
■19年度：全市立小学校
で実施。

■約181検体、延べ707項
目の検査を実施。
■基準値を超えた細菌が
検出された業者等に対す
る指導：14検体14業者
(すべて指導後再検査陰
性)

■実施校数
　：1,2学期　58校
　：3学期　　55校
■販売実績：60,588個

■本格実施
・全ての小学校・養護学
校のうち、除去食を申し
込み、校内の検討により
実施を決定された170人
（78校）が実施。
■実施内容
・アレルギー食材（卵・
乳製品・種実類）の除
去。

■門司区、若松区の2区
で実施。
■参加者：各回30名程
度。

事業の進捗に伴い、指標
や目標値等を変更。

19年度新規事業

教育・学校保健課 教育・学校保健課 教育・学校保健課 教育・学校保健課 企画文化・
スポーツ振興課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要

367 368

総合的な食育施策の推進 学校給食の改善

心身ともに健やかな市民生
活を確立することを目的と
して、学識経験者等からな
る「北九州市食育推進会
議」を開催し、本市におい
てこれまで教育、保健福
祉、農政等の各分野で個別
に取り組んでいた施策を食
育という観点から総合的か
つ計画的に推進するための
「北九州市食育推進計画」
作成のための議論を行う。
議論の結果を踏まえ、市と
して計画を策定後、計画に
基づいて各施策の推進を図
る。

中学校給食モデル事業を
実施するとともに、アル
マイト食器に替えてPEN
食器を一斉導入するな
ど、学校給食のさらなる
改善を進める。

－ －

－ －

－ －

－ －

■「北九州市食育推進会
議」を設置し、１１回会
議を開催
食育推進会議からの提案
により中学校完全給食モ
デル事業を開始

■20年1月9日からPEN食
器を102校一斉に使用開
始。
■20年1月9日から中学校
完全給食モデル事業を3
校で実施。

19年度新規事業 19年度新規事業

保健福祉・健康推進課、子
ども家庭・保育課、経済文
化・農林課、教育・企画課

教育・学校保健課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

302 303 304 305 306

学校施設開放事業 地域子ども教室推進事業 余裕教室の他施設への転
活用の推進 子どもの館運営 日中一時支援事業

地域スポーツの普及及び
児童の安全な遊び場を確
保するため、学校教育に
支障のない範囲で小・中
学校の体育施設を市民に
開放する。

市民センター、学校等を
活用して、地域の大人を
指導員として配置し、子
どもたちの主に放課後に
おける体験活動や交流活
動を支援する。（～
H18）

地域に密着した学校づく
りを推進するため、転用
可能な教室等、学校施設
の活用を図り、開かれた
学校づくりや地域社会と
の連携強化を図る。

天候に左右されることな
く利用できる施設であ
り、遊び・体験・世代や
地域を越えた交流などを
通じて、子どもの豊かな
感性や新しい感覚を育
み、かつ子育て中の世代
に対してその支援を行
う。

　障害児（者）の日中にお
ける活動の場を確保し、障
害者（児）の家族の就労支
援及び家族の介護負担の軽
減を目的とする。
　放課後対策については、
障害児が放課後の時間を安
全に過ごすとともに、様々
な活動を通じて日常生活の
基本動作や余暇活動の習
得、社会的行動の形成を促
進できるよう機会を提供す
る。また、実施施設の充実
や利用定員の増加について
検討する。

指標 学校体育施設の開放率 － － － －

初期年度：
初期値

(計画策定時)
16年度：約96％ － － － －

目標年度：
目標値 21年度：100％ － － － －

実施年度：
実績値 19年度：97.9% － － － －

■遊び場開放：128校
■スポーツ開放：184校
で実施。

■18年度事業終了

（参考：18年度実施）
33箇所で実施。

放課後児童クラブを開設
■平成15年度：一枝小学
校、足立小学校に開設。
■平成16年度：引野小学
校に開設。
■平成17年度：小森江西
小学校に開設。
■平成18・19年度：開設
なし。

■平成19年度入館者数：
412,578人

■夏休み特別展「長崎街
道～シュガーロード～お
菓子の国」
・開催期間：平成19年7
月14日～9月2日
・開催期間中入館者：
107,172人
・主な内容：長崎街道の
宿場町である黒崎でこの
イベントを開催し、写真
展示から黒崎の歴史を紹
介した。

【放課後対策】
■年間延利用人数：
4,401人
■年間延利用回数：
33,735回

【日帰りショート】
■年間延利用人数：
1,468人
■年間延利用回数：
4,455回

※平成18年10月より「心身
障害児（者）短期入所事業
(336)」のうち日帰りショー
ト分を『日中一時支援事業
日帰りショート』とし、平
成19年度より「障害児の放
課後対策事業（306）」と
「障害児放課後サポートク
ラブ（338）」を[日中一時
支援事業放課後対策』とし
て統合。

18年度事業終了 19年度拡充（ハートフル
子どもプラン）により、
事業名・事業概要を変
更。

教育・生涯学習課、
施設課 教育・生涯学習課 教育・施設課 子ども家庭・

子ども家庭政策課 保健福祉・障害福祉課

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要

307 369

青少年団体育成補助金 中高生の居場所づくり

青少年の自主活動や育成
活動の活性化を図り、青
少年の健全育成・非行防
止活動を促進するため、
子ども会連合会やボーイ
スカウト振興会などに対
し事業補助する。

夜宮青少年センターの機
能を強化し、中高生が学
習やスポーツ、文化活
動、仲間との懇談など気
軽に行えるようにし、中
高生の多様な活動や交流
を促進し、健やかに成長
していく環境づくりを推
進するとともに、事業成
果の充実を図る。

－ －

－ －

－ －

－ －

■助成団体及び補助金額
（決算額）
(1)北九州市子ども会連
合会：2,500千円
(2)北九州ボーイスカウ
ト振興会：1,100千円
(3)社団法人ガールスカ
ウト日本連盟福岡県支部
北九州地区：300千円
(4)海洋少年団（門司・
洞海)：400千円
(5)ヤングネットワーク
北九州：600千円
(6)北九州地区（市）少
年補導員連絡協議会：
300千円
(7)校区青少年育成会協
議会：1,447千円

■夜宮「中高生クラブ」
会員数：14名
■夜宮中高生講座：3回

19年度新規事業

子ども家庭・青少年課 子ども家庭・青少年課
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

308 309 310 311 312

創意工夫を生かした教育
の推進（幼稚園）

「お父さん先生課外保
育」の実施（幼稚園）

公立幼稚園のあり方の検
討

自己点検・自己評価の実
施（幼稚園）

外部評価の導入（幼稚
園）

集団生活や多様な体験活
動等を通して、園児の豊
かな感性を育て、自立と
協同の態度及び社会の
ルールを守ることなどの
道徳性の芽生えを培う教
育を推進する。

父親や地域のボランティ
ア等の参加を得て、長期
休業期間や土・日に、通
常の保育では得られない
体験活動を通して、園児
の豊かな心をはぐくむと
ともに、父親の子育ての
機会を創出する。

公立幼稚園は、幼稚園に
おける本市幼児教育の先
導的な役割を担うため、
幼年期における生活や学
習の基盤について、実践
を通して幼児教育のモデ
ルを提示するとともに、
子育て支援や障害児保育
の充実等に向けた検討を
行う。

教員の資質向上を図り、
よりよい教育活動を展開
するために自己点検・自
己評価を実施し、幼児教
育の中核として真に、家
庭・地域社会から信頼さ
れる、開かれた幼稚園を
目指す。

保護者や地域住民などの
信頼に応え、家庭や地域
と連携協力して一体と
なって子どもたちの健や
かな成長を図っていくた
め、幼稚園において、外
部評価を導入する。

指標 － 実施幼稚園数 － 実施幼稚園数 実施幼稚園数

初期年度：
初期値

(計画策定時)
－ － － 16年度：8園（公立） －

目標年度：
目標値 － 21年度：80園 － 21年度：80園 21年度：58園

実施年度：
実績値 － 19年度：59園（公立3

園、私立56園） － 19年度：37園（公立8
園、私立29園）

19年度：37園（公立8
園、私立29園）

■各園で地域と連携し、
開かれた特色のある教育
の実践、山登り、川遊び
等の自然体験、祭り参
加、日舞体験等実施

【公立幼稚園】
「おやじの会」3園で実
施。園行事に「お父さん
先生」の協力、｢ようち
えんまつり｣の遊び場計
画・実施

【私立幼稚園】
餅つきなど園独自の活動
として父親との交流を56
園で実施。

■幼稚園教育の現状と課
題を踏まえ、市民のニー
ズに応じた公立幼稚園の
あり方について検討を
行った。

【公立幼稚園】
100％実施。

【私立幼稚園】
29園で実施。

【公立幼稚園】
外部評価の公表：100％
実施。

【私立幼稚園】
各園独自に29園で実施。

教育・企画課、
指導第一課

教育・企画課、
指導第一課

教育・企画課、
指導第一課

教育・企画課、
指導第一課

教育・企画課、
指導第一課

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要
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◆ 健全育成　【(９)子ども自身の生きる力をはぐくむ体制づくり】

基本施策/豊かな人間性をはぐくむ体制づくり

指標

初期年度：
初期値

(計画策定時)

目標年度：
目標値

実施年度：
実績値

19年度
実施状況等

備考
(特記事項)

担当(課)

事業番号

事業名

事業概要

313 314

研修内容の充実（幼稚
園）

私立幼稚園研修代替教員
の活用

教員としての専門性や資
質向上、指導力向上を図
るため、研修内容の充実
と多様な研修機会の提供
を促進する。また、北九
州市社会福祉研修所等を
活用した幼稚園教員、保
育士との合同研修を実施
する。

私立幼稚園の教員が研修
に参加しやすい環境をつ
くり、教員の資質の向上
や幼児教育の振興を図る
ため、教員が研修に参加
した場合に、代替の教員
を活用する研修代替制度
を実施する。

－ 研修日数

－ －

－ 21年度：10日

－ 19年度：平均2.7日
(実施園数16園)

■幼稚園教諭研修を11講
座27研修実施。
・受講者数：795人
■幼稚園教諭・保育士と
の合同研修を実施。
・カウンセリング研修：
21人
・統合保育研修：23人

■16園で制度を活用。

教育・企画課、教育セン
ター、教職員課 教育・企画課

92


